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登
米
懐
古
館
は
旧
登
米
町
名
誉

町
民
の
渡
辺
政ま

さ

人ん
ど

氏
の
寄
贈
に
よ

り
、１
９
６
１
年
に
寺
池
城
址
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、館
内
に
は
、

登
米
伊
達
家
ゆ
か
り
の
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

や
刀

剣
な
ど
を
展
示
。老
朽
化
が
進
ん

で
い
た
た
め
、新
国
立
競
技
場
の

設
計
に
携
わ
り
、本
市
の
伝
統
芸

能
伝
承
館「
森
舞
台
」を
手
掛
け
た

建
築
家
隈
研け

ん

吾ご

氏
の
設
計
に
よ

り
、武
家
屋
敷
通
り
に
面
し
た
場

所
に
移
転
新
築
し
ま
し
た
。

　

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

２
階
建
て
で
、延
べ
床
面
積
約

８
２
４
平
方
㍍
。外
観
は
ま
ち
並

み
景
観
と
の
調
和
を
基
本
に
ス

レ
ー
ト
、木
、土
、竹
な
ど
市
内
産

材
を
活
用
し
、常
設
展
示
室
、企
画

展
示
室
、収
蔵
庫
、ホ
ー
ル
、事
務

室
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

開
館
前
の
９
月
４
日
に
は
、と

よ
ま
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
で
完

成
記
念
講
演
会
が
開
か
れ
、約

２
０
０
人
が
来
場
。隈
氏
と
仙
台

市
出
身
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
残
間

里り

江え

子こ

氏
が「
登
米
の
可
能
性
、日

本
の
可
能
性
」を
テ
ー
マ
に
講
演

し
ま
し
た
。ま
た
、本
市
初
と
な
る

「
と
め
ふ
る
さ
と
大
使
」と
し
て
、

隈
氏
に
委
嘱
状
を
交
付
。隈
氏
は

「
登
米
で
手
掛
け
た『
森
舞
台
』は

非
常
に
思
い
出
深
い
作
品
。登
米

に
は
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
た
の

で
、大
使
と
し
て
登
米
市
に
恩
返

し
を
し
て
い
き
た
い
」と
意
欲
を

語
り
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
に
は
開
館
記
念
式
典

を
開
催
。市
民
や
関
係
者
ら
が
開

館
を
祝
い
ま
し
た
。熊
谷
盛も

り

廣ひ
ろ

市

長
は「
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

移
転
新
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
の
歴
史
や
貴
重
な
文
化
財
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
観
光

の
拠
点
と
し
て
の
誘
客
効
果
や
交

流
人
口
の
増
加
な
ど
に
期
待
し
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
入
場
が
開
始
。開
館
記
念
と

し
て
、元
仙
台
市
博
物
館
長
の
佐

藤
憲の

り

一か
ず

氏
が「
登
米
懐
古
館
所
蔵

の
伊
達
政ま

さ

宗む
ね

関
係
資
料
に
つ
い

て
」と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。当
日

は
入
場
料
無
料
で
見
学
で
き
、約

６
０
０
人
が
新
た
な
施
設
で
地
域

の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。

　

み
や
ぎ
の
明
治
村
に
新
た
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
登
米
懐
古
館
。周

囲
の
施
設
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

観
光
集
客
ア
ッ
プ
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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1完成した登米懐古館の外観2隈氏、残間氏による完成記念講演会
3佐藤氏による開館記念講演45開館記念式典では、完成を祝い関
係者がテープカット。登米謡曲会による謡

うたい

やとよま山車まつり保存
会によるお囃子で地元の伝承芸能が披露された6とめふるさと大
使委嘱状を熊谷市長から隈氏へ交付7館内の様子。登米伊達家ゆか
りの甲冑や刀剣などが展示

Interview
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住所／登米町寺池桜小路72－6
休館日／12/28～1/4　開館時間／9：00～16：30
入館料（団体割引あり）／一般400円、高校生300円、小中学生200円
問登米懐古館☎0220（52）3578
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練
習
量
は
自
信
と
な
り
、本
番

で
は
堂
々
と
演
じ
、歌
い
、観
客

を
魅
了
す
る
団
員
た
ち
。２
時
間

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、あ
っ
と
い

う
間
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
た
。

客
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
、舞
台
は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
た
。

　

舞
台
は
キ
ャ
ス
ト
だ
け
で
は
成

り
立
た
な
い
。舞
台
道
具
や
衣
装

製
作
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら

れ
、見
に
来
て
く
れ
る
人
た
ち
が

い
て
こ
そ
成
功
す
る
。

　

17
回
も
の
公
演
を
成
功
さ
せ
て

き
た
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
。団
員

が
入
れ
替
わ
っ
て
も
、培
わ
れ
た

も
の
は
引
き
継
が
れ
、磨
か
れ
、新

た
な
力
と
な
り
、こ
れ
か
ら
も
進

化
し
て
い
く
。

23

1

　
「
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
」は
、地

域
に
根
ざ
し
て
活
動
す
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
劇
団
。市
内
と
近
隣
市
町

の
小
中
高
生
で
構
成
さ
れ
、今
回

の
公
演
で
は
団
員
31
人
、準
キ
ャ

ス
ト
４
人
が
出
演
し
て
い
る
。

　

運
営
、舞
台
道
具
や
衣
装
の
製

作
な
ど
の
役
割
を
保
護
者
や
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
い
、年
１

回
の
公
演
に
向
け
て
、１
年
が
か

り
で
準
備
し
て
き
た
。脚
本
・
演
出

を
担
当
す
る
、演
劇
集
団
「
お
む

ら
い
す
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」主
宰
の

渡
部
三み

妙さ

子こ

さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

脚
本
が
５
月
に
完
成
。キ
ャ
ス
ト

は
劇
団
内
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

決
ま
っ
た
。団
員
は
、せ
り
ふ
に
動

き
、歌
や
踊
り
な
ど
、覚
え
る
こ
と

は
数
え
切
れ
な
い
。夏
休
み
返
上

で
練
習
を
重
ね
た
。

　

２
０
１
９
年
９
月
７
日
午
後
４

時
。最
後
の
練
習
と
な
る
通
し
舞

台
稽
古
を
終
え
た
団
員
た
ち
は
、

「
い
よ
い
よ
本
番
。み
ん
な
へ
の
感

謝
と
毎
日
の
練
習
の
成
果
を
全
力

で
出
し
切
ろ
う
」と
気
合
い
を
込

め
た
。渡
部
さ
ん
も「
君
た
ち
の
中

に
あ
る
熱
い
気
持
ち
に
、精
一
杯

の
感
謝
を
込
め
て
表
現
し
て
き
て

く
だ
さ
い
。本
番
、頑
張
ろ
う
」と

送
り
出
し
た
。

　

午
後
６
時
。観
客
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
会
場
の
照
明
が
消
え
、ス

テ
ー
ジ
が
青
い
ラ
イ
ト
に
包
ま
れ

る
と
、舞
台
が
幕
を
開
け
た
。

5

受け継いだ文化
進化する芸術

　

引
っ
越
し
前
夜
、中
学
２
年
の

ア
カ
リ
は
星
空
を
眺
め
て
い
た
。

友
達
に
別
れ
を
言
え
ず
、準
備
が

進
ま
な
い
の
だ
。押
し
入
れ
か
ら

見
つ
け
た
紙
の
望
遠
鏡
を
の
ぞ
い

て
み
る
。５
年
前
、親
友
だ
っ
た
ク

ル
ミ
ち
ゃ
ん
が
く
れ
た
も
の
だ
。

　
「
あ
の
子
も
黙
っ
て
引
っ
越
し

ち
ゃ
っ
た
な
」。忘
れ
て
い
た
思
い

出
が
よ
み
が
え
ろ
う
と
し
た
時
、

の
ぞ
い
て
い
た
星
か
ら
強
い
光

が
放
た
れ
、吸
い
込
ま
れ
て
し
ま

う
。着
い
た
所
は
、今
に
も
消
え
そ

う
な
星「
Ｕウ

メ
Ｍ
Ｅ
」。こ
の
星
を
救

う
た
め
、「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
大

切
な
事
」を
探
す
冒
険
が
始
ま
っ

た
。

1団員たちは、勇気を持つ大切さを全身を使った迫真のパフォーマン
スで演じ切った2引っ越し前夜、押し入れから見つけた望遠鏡で星を
のぞくアカリ3のぞいた星に吸い込まれ、たどり着いた先は今にも
消えそうな星「UME」。そこで、「UME」の住人ハッピーと出会う4存在
を消し去る「無」の嵐が「UME」を襲い、みんなを助けるためハッピー
が消えてしまう5アカリにこの星やハッピーを救ってほしいと頼む
「UME」の住人6「UME」の住人と冒険の旅に出る決意をする7アカリ
は忘れてはいけない大切な思い出があったことに気付く8大切な思い
出とともに、ハッピーがよみがえり、「UME」が活気を取り戻す

9夏休み返上で練習に励む団員たち 役者のヘアメークや舞台の小
道具の製作は団員ＯＧや保護者が担当 新しくなった音響設備が舞台
を盛り上げる 団員ＯＧは会場案内やアンケートの回収なども担う
会場は市内外から訪れた親子連れなどで満席。２日間で1062人が訪れた
舞台終了後、観客を見送る団員たち。笑顔がはじける

6

8 7

― 

あ 

ら 

す 

じ 

―

「アカリ」を演じた

佐沼中３年
（迫町光ヶ丘東）

支えてくれた人たちに感謝

「ハッピー」を演じた

佐沼中３年
（迫町鉄砲丁）

９年間の全てを出し切る

Interview

4
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中総体
新人戦
2019

●男子の部
①中田Ａ＝１時間２分50秒＝②佐沼
Ａ③登米Ａ
●女子の部
①中田Ａ＝47分32秒＝②佐沼Ａ③東
和Ａ
●男子区間
（１区／３㌔）①佐藤涼太（新田Ａ）10
分12秒②白石陽太（中田Ａ）③伊勢遥
斗（佐沼Ａ）
（２区／２．９㌔）①森田大斗（中田Ａ）
10分26秒②只野竜久（南方Ａ）③岩渕
慈玄（佐沼Ａ）
（３区／３．２㌔）①小野寺祐樹（中田
Ａ）10分42秒②金田達也（登米Ａ）③千
葉柊（東和Ａ）
（４区／３㌔）①三浦大翔（佐沼Ａ）①
岡崎聖（米山Ａ）10分31秒③皆川陸（中
田Ａ）
（５区／２．９㌔）①佐藤尚久（佐沼Ａ）
10分８秒②粕谷琉斗（中田Ａ）③菅原
魁太（米山Ａ）
（６区／３㌔）①千葉岳斗（中田Ａ）10
分41秒②塚本真彩斗（登米Ａ）③佐竹
悠哉（佐沼Ａ）
●女子区間
（１区／３㌔）①佐々木美桜（登米Ａ）
11分58秒②大田菜央（佐沼Ａ）③伊藤
心愛（東和Ａ）
（２区／２㌔）①木川海（佐沼Ａ）７分
49秒②菅原美咲（中田Ｂ）③大友うら
ら（東和Ａ）
（３区／２㌔）①佐藤心優（中田Ａ）７
分44秒②島尾知咲（豊里Ａ）③廣田愛
奈（佐沼Ａ）
（４区／２㌔）①佐藤きらり（中田Ａ）
７分54秒②三浦彩羽（佐沼Ａ）③及川
瑠奈（東和Ａ）
（５区／３㌔）①小林芽咲（中田Ａ）11
分38秒②小野寺凜（東和Ａ）③遠藤愛
莉（津山Ａ）

新
た
な
る
挑
戦

　
「
令
和
元
年
度
登
米
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
」は
９
月
28
、

29
日
、「
令
和
元
年
度
登
米
市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」は
９
月
４
日
に

そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、各
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

各
種
目
で
上
位
入
賞
し
た
個
人
、団
体
は
、10
月
に
県
内
各
地
で
開

か
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る（
一
部
種
目
は
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
経
る
）。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

●
野
球

①
佐
沼
②
中
田
③
石
越
③
津
山・

登
米
合
同

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
女
子
①
佐
沼・
南
方
合
同
②
豊

里・鹿
折
合
同
③
中
田

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
津
山

▼
女
子
①
佐
沼
②
東
和
③
米
山

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
登
米
②
米
山
③
中
田
③

石
越

▼
女
子
①
中
田
②
登
米・
米
山
合

同
③
豊
里

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
団
体
①
佐
沼
②
新
田
③
豊

里▼
女
子
団
体
①
南
方
②
佐
沼
③
米

山
③
中
田

▼
男
子
個
人
①
菅
原
慧
、千
葉
朱

大（
南
方
）②
早
坂
監
二
、笠
原
拓

真（
中
田
）③
寺
山
侑
利
、佐
藤
琥

太
郎（
豊
里
）③
千
葉
琳
久
、木
村

颯
汰（
佐
沼
）

▼
女
子
個
人
①
菅
原
茉
倫
、尾
形

紗
彩（
南
方
）②
大
友
芙
羽
、千
葉

洵
奈（
東
和
）③
渡
邊
恋
、大
内
美

月（
米
山
）③
後
藤
沙
和
、後
藤
彩

美（
南
方
）

●
卓
球

▼
男
子
団
体
①
中
田
②
佐
沼
③
米

山▼
女
子
団
体
①
中
田
②
佐
沼

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
本
間
拓

（
佐
沼
）②
佐
々
木
翼（
中
田
）③
黒

澤
錬（
南
方
）③
佐
藤
伶（
佐
沼
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
佐
々
木
あ

お
い（
中
田
）②
上
野
莉
緒（
佐
沼
）

③
藤
村
ゆ
う（
豊
里
）③
五
安
城
真

菜（
中
田
）

●
サ
ッ
カ
ー

①
中
田
②
石
越・
南
方
合
同
③
登

米●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
男
子
団
体
①
東
和
②
中
田
③
佐

沼▼
女
子
団
体
①
南
方
②
登
米
③
中

田▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
佐
藤
駿
矢

（
佐
沼
）②
小
山
田
智
典（
東
和
）③

西
條
公
輝（
米
山
）③
佐
藤
都
武

（
中
田
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
髙
橋
日
和

（
東
和
）②
藤
浦
凪
沙（
南
方
）③
宮

東
彩
乃（
中
田
）③
伊
藤
結
香（
中
田
）

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
①
佐
々
木
仁
、

舟
嶋
嶺（
東
和
）②
市
川
那
波
、伊

東
彪
真（
中
田
）③
菅
原
康
世
、高

﨑
太
翔（
米
山
）③
佐
藤
大
地
、畑

山
璃
玖（
中
田
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
①
木
村
莉
緒
、

佐
藤
遥
日（
登
米
）②
佐
藤
彩
乃
、

佐
藤
優
衣（
中
田
）③
佐
々
木
姫

華
、阿
部
芹
奈（
佐
沼
）③
佐
藤
陽

菜
、沼
倉
愛
華（
中
田
）

●
柔
道

▼
男
子
団
体
①
豊
里
②
佐
沼
③
米

山▼
女
子
団
体
①
南
方
②
米
山
③
豊

里▼
男
子
個
人

▼
軽
量
級（
50
㌔
ま
で
）①
菊
地
瑛

都（
佐
沼
）②
阿
部
浩
太（
豊
里
）③

阿
部
大
輝（
米
山
）③
遠
藤
壮
一
郎

（
豊
里
）

▼
中
量
級（
66
㌔
ま
で
）①
堀
内
敢

太（
佐
沼
）②
蓮
沼
大
武（
米
山
）③

佐
々
木
青
琥（
豊
里
）③
阿
部
琉
亜

（
米
山
）

▼
重
量
級（
66
㌔
超
）①
鎌
田
大
蔵

（
佐
沼
）②
髙
橋
駿
太
朗（
米
山
）③

遠
藤
太
貴（
豊
里
）

▼
女
子
個
人

▼
48
㌔
級
①
千
葉
冬
華（
豊
里
）②

佐
々
木
美
貴（
南
方
）③
佐
々
木
香

帆（
豊
里
）

▼
48
㌔
超
級
①
阿
部
マ
リ
ア（
米

山
）②
千
葉
愛
徠（
南
方
）③
佐
々

木
琉
七（
米
山
）③
千
葉
萠
望
栞

（
中
田
）

●
剣
道

▼
男
子
団
体
①
中
田
②
津
山
③
石

越▼
女
子
団
体
①
佐
沼
②
石
越
③
米

山▼
男
子
個
人

▼
１
年
①
藤
村
凌
真（
中
田
）②
北

浦
心
太（
中
田
）③
及
川
大
馳（
佐

沼
）③
大
塚
湘
太（
中
田
）

▼
２
年
①

田
翔
海（
中
田
）②
山

内
晴
瑠（
中
田
）③
菅
野
桔
平（
津

山
）③
伊
藤
暁（
南
方
）

▼
女
子
個
人

▼
１
年
①
阿
部
郁
美（
佐
沼
）②
佐

　

陽
菜（
石
越
）③
鈴
木
有
咲（
中

田
）③
伊
澤
來
那
未（
米
山
）

▼
２
年
①
鈴
木
里
菜（
佐
沼
）②
阿

部
弘
恵（
佐
沼
）③
佐
藤
那
圭（
佐

沼
）③
三
浦
愛
優
美（
佐
沼
）

市中学校駅伝競走大会結果
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移動市長室は、子育てに関する悩みや市に対する提案など、市民
の生の声を聴き、今後のまちづくりに反映させていきます。

　「第11回登米市こどもまつり」は９月22日、迫体育館
および迫公民館で開かれ、多くの親子連れでにぎわい
ました。
　会場は、ステージイベント、キッズサッカー、人形劇
や読み聞かせコーナーなどが設けられ、子どもたちの
笑顔であふれました。今年は子育て世代と市長が意見
交換する「移動市長室」も開催。参加した鳥畑知

ち

里
さと

さん
（32）＝中田町大柳＝は「限られた時間でしたが、子育て
をする中で感じていたことを共有でき、他の子育て中
の人たちの悩みや市長の考えを聞くことができたの
で、参加して良かったです」と話していました。

　「第29回定禅寺ストリートジャズフェスティバル」
（同協会主催）は９月７、８の両日、仙台市内で開かれ、
登米市内から長

な

下
げ

田
た

神楽保存会、登米ジュニア吹奏楽
団やパワーコーラスN

ナ ツ

atsu☆P
ピー

が出演しました。
　公園や商店街に設けられた会場では、多くのプレー
ヤーがジャズやロック、ゴスペルなど多彩な楽曲を披
露。３団体が出演したステージは熱気に包まれ、大勢の
観客から拍手と歓声が湧き起こりました。長下田神楽
保存会の演目を見た遠藤勇

いさむ

さん（82）＝仙台市泉区＝は
「継承されてきた伝統と文化を感じました。野外ではな
い会場でもまた見たい」と舞台を楽しんでいました。

大勢の観客の前で南部神楽を披露した長下田神楽保存会。「大き
な拍手と歓声に感極まった」と舞台の手応えを感じていました。

秋の訪れを感じさせる長沼で、ゴールを目指すクルーたち。全力
でオールをこぐ姿に、観客から大きな声援が寄せられました。

　「第30回長沼レガッタ」（とめ漕艇協会など主催）は９
月22日、アイエス総合ボートランドで開かれ、参加者約
300人が水上で熱戦を繰り広げました。
　レースは、ナックルフォアとカヌーの２種目を男女、
年齢別の11部門で競われ、66クルーが出場。選手たち
は、心配された天候を吹き飛ばす勢いで着順を競い、会
場ではバーベキューなどを楽しみました。ナックルフ
ォア混合の部で優勝したクルー「ザピオカクルーズ」の
上野寿

ひさ

恵
え

さん（37）＝迫町山の内＝は「最高の団結力で、
今年も優勝することができました。慰労会で喜びを分
かち合いたい」と勝利の余韻をかみしめていました。

　「第１回東北工業大学登米市民公開講座」は９月19
日、海

え

老
び

喜
き

商店の蔵の資料館で開かれ、同大学工学部建
築学科講師の中村琢

たく

巳
み

さんが「とよま城下町の魅力～
歴史ある建物を未来に伝える～」と題し講演しました。
　講座は、同大学と市が昨年12月に地域産業や自治体
が抱える課題に連携して取り組む協定を締結したこと
がきっかけで開催。これまで、登米町内の歴史的建築物
を調査し、新たな魅力の発見などを進めてきました。中
村さんは「登米町には歴史的に価値が高い建築物が多
い。後世に残すためには保存団体を組織し、住民が主体
となって守っていくことが必要」と訴えました。

「代表的な建築物と士農工商が感じられる建物がまとまってい
て、観光客が見て回りやすい」と登米町の魅力を話す中村さん。

　「第20回登米市絵本原画展」は９月５から８日まで、
登米市祝祭劇場で開かれ、児童や園児など848人が来場
しました。
　絵本原画展は、子どもたちが豊かな表現力や想像力
を身に付けながら、健やかに成長することを願って開
催。会場では、約150冊の宮城県図書館選定図書を手に
取って読めるほか、親子ふれあいコンサートやボラン
ティアによる紙芝居の読み聞かせ、人形劇などが催さ
れました。人形劇を見た米山保育園の佐々木穂

ほ の か

花ちゃ
ん（６）は「歌が好きなので、桃太郎の歌をいっぱい歌え
て楽しかったです」と笑顔で話していました。

来場した子どもたちはお気に入りの絵本を手に取り、友達と見せ
合いながら読書を楽しんでいました。

登米市の魅力を発信するキャラバンカー。今後は、12月１日の
はっとフェスティバルに発進予定です。

　「とめはっとキャラバンオープニングセレモニー」
は９月15日、登米秋まつり会場内で開かれ、市内外の
祭りやイベント会場などに出展するキャラバンカー
がお披露目されました。
　キャラバンカーは、市シティプロモーションキャッ
チコピー「うまし、たくまし、登米市」で表す本市の魅
力を市内外へ効果的に発信するために制作。黄色のワ
ゴン車に、市シティプロモーションロゴマークやハク
チョウなどが描かれています。熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長は「キャ
ラバンカーを通して、登米市の魅力を多くの人に発信
していきたい」と力を込めました。
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一
般
競
争
入
札
に
よ
り
市
有
財

産
を
売
却
し
ま
す
。

10
月
21
日（
月
）か
ら

11
月
８
日（
金
）の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で（
土
日
、

祝
日
を
除
く
）、総
務
部
総
務
課
財

産
係（
市
役
所
迫
庁
舎
２
階
）で
交

付
し
ま
す

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
付
し

て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。申
込
用
紙

は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、総
務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す

▼
個
人
＝
❶
住
民
票

❷
印
鑑
証
明
書
❸
本
籍
地
の
市
町

村
長
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
❹

身
分
証（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険

証
な
ど
の
写
し
）―
各
１
通
▼
法

人
＝
❶
法
人
登
記
簿
謄
本
❷
代
表

者
の
印
鑑
証
明
書
―
各
１
通

※
詳
細
は
、電
話
な
ど
で
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

※１平方㍍＝0.3025坪、１坪未満は四捨五入

シ
ョ
ン
タ
イ
ム（
正
午
〜
午
後
０
時

30
分
）▼
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分
）

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼

男
女
各
15
人　

25
〜
40
歳
代
の
独
身
男

女（
セ
ミ
ナ
ー
参
加
必
須
）　

】男
性
＝
５
千
円
／
女
性

＝
３
千
円

11
月
25
日（
月
）午
後

６
時
ま
で

ハ
ピ
ふ

12
月
８
日（
日
）　

▼
男
塾「
初
対
面
を
制
す
る
！
婚
活

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」／
講

師
＝
高
野
真ま

弓ゆ
み

氏（
対
人
力
ア
ッ

プ・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
師
）

▼
女
塾「
そ
の
場
で
変
身・
女
子
力

ア
ッ
プ
」／
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
よ
る

変
身
術
実
践
講
座

午
前
10
時
〜
正
午

▼
１
対
１
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

る
ネ
ッ
ト（
千
葉
・
伊
藤
）

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

※
男
性
に
限
り
、応
募
者
が
多
数

の
場
合
は
、市
内
在
住
ま
た
は
勤

務
者
を
優
先
し
ま
す

※
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
も
の

で
あ
り
、個
別
に
相
手
を
紹
介
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
託
児（
１
歳
〜
未
就
学
児
）を
希

望
す
る
人
は
、参
加
申
し
込
み
時

に
お
伝
え
く
だ
さ
い

市
民
お
よ
び
そ
の
愛
犬

（
中
型
犬
ま
で
）

し
つ
け
方
の
実
技
指
導
や

個
別
相
談
な
ど

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

松
本
章あ

き
ら

氏（
日
本
警
察
犬

協
会
公
認
訓
練
士
）

各
会
場
７
組（
聴
講
は
20

人
ま
で
）

❶
電
話
❷
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
❸
電
子
メ
ー
ル

※
❷
❸
の
場
合
は
、氏
名
、住
所
、

電
話
番
号
、受
講
希
望
会
場
、参
加

予
定
人
数
、愛
犬
の
名
前
を
記
入

し「
し
つ
け
方
教
室
受
講
希
望
」と

明
記
し
て
く
だ
さ
い

各
開
催
日
の
３
日
前

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）市

民

生
活
部
環
境
課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp

　

令
和
２
年
度
の
登
米
市
振
興
総

合
補
助
金（
み
や
ぎ
の
水
田
農
業

改
革
支
援
事
業
・
園
芸
特
産
重
点

強
化
整
備
事
業
）の
事
業
要
望
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、対
象
経
費
な
ど
を

確
認
し
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

◉

営
農
集
団（
３
戸

以
上
）、農
地
所
有
適
格
法
人
な

ど

麦
、大
豆
、飼
料
作
物

お
よ
び
新
規
需
要
米
な
ど

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書（
１
社
）、カ
タ
ロ
グ

類
、作
付
計
画
図

※
既
存
の
機
械
・
施
設
の
更
新
は

対
象
外
で
す

◉

農
協
園
芸
特
産
関

係
部
会
、農
業
法
人
、任
意
組
合

（
３
戸
以
上
）な
ど

イ
チ
ゴ
、キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ネ
ギ
類
、

ソ
ラ
マ
メ
、タ
マ
ネ
ギ
、キ
ャ
ベ
ツ
、

ナ
ス
、カ
ボ
チ
ャ
、ニ
ラ
、ニ
ン
ニ

ク
、バ
レ
イ
シ
ョ
、ス
プ
レ
ー
菊
、小

菊
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、ス
ト
ッ
ク
、

リ
ン
ゴ
、シ
イ
タ
ケ
、木
炭

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書（
１
社
）、カ
タ
ロ
グ

類
、施
設
位
置
図

※
機
械
・
施
設
の
更
新
、既
存
施
設

の
追
加
導
入
は
対
象
外
で
す

11
月
15
日（
金
）産

業

経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課（
農
産

園
芸
振
興
係
）　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

▶

▶

▶
▶

▶

①栽培用施設・付帯設備、育苗施設・機械②省エネ
ルギー化機械・装置③低コスト化機械・装置④高
品質安定生産機械・装置⑤農産物被害防止機械・
装置⑥選別、調整、加工用機械・装置⑦その他園芸
振興において特に必要な機械・施設など

■

■

　

税
金
は
、教
育
、保
健
衛
生
、上

下
水
道
、産
業
、道
路
整
備
、警
察
、

消
防
な
ど
の
、さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、東
日
本
大
震

災
の
復
興
事
業
に
も
使
わ
れ
て
い

る
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大

切
な
財
源
で
す
。

　

県
と
市
町
村
は
、税
金
を
公
平

に
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
、11
、12

月
の
２
カ
月
間
を「
宮
城
一
斉
滞

納
整
理
強
化
月
間
」と
し
て
、税
金

滞
納
者
へ
の
徴
収
対
策
を
強
化
し

ま
す
。

　

期
間
中
は
、税
金
滞
納
者
に
文

書
催
告
、勤
務
先
・
取
引
先
な
ど
へ

の
財
産
調
査
、自
宅
な
ど
の
捜
索
、

預
貯
金
・
給
与
・
不
動
産
な
ど
の
差

し
押
さ
え
や
自
動
車
の
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
な
ど
、徴
収
対
策
を
集
中

し
て
実
施
し
ま
す
。税
金
は
納
期

限
ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
県
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域

事
務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
４

▼
県
総
務
部
税
務
課（
納
税
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
２
６

▼
総
務
部
収
納
対
策
課（
徴
収
対

策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　

市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
が
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、口
座
振
替
を

推
進
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

各
月
の
15
日
ま

で
に
指
定
金
融
機
関
に
申
し
込
み

し
た
場
合
は
、翌
月
の
納
期
分
か

ら
口
座
引
き
落
と
し
を
開
始
し
ま

す
。15
日
以
降
の
申
し
込
み
に
つ

い
て
は
、翌
々
月
の
納
期
分
か
ら

と
な
り
ま
す

指
定
金
融
機
関
に
預

貯
金
通
帳
と
通
帳
印
を
持
参
し
、

備
え
付
け
て
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い

み
や
ぎ
登
米
農

業
協
同
組
合
、七
十
七
銀
行
、仙
台

銀
行
、仙
北
信
用
組
合
、石
巻
商
工

信
用
組
合
、一
関
信
用
金
庫
、新
み

や
ぎ
農
業
協
同
組
合
、ゆ
う
ち
ょ

銀
行（
郵
便
局
）総

務
部
収
納
対
策

課（
納
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９
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左
記
の
と
お
り
交
通
規
制
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

カ
ッ
パ
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局（
と
よ
ま
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
蔵
っ
こ
）☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
８
０

あ
め

❶賃金は、実働８時間を基準とします❷未整備田（開田など）、地形、地質、作業内容など、通常と異なる場合は双方協議の上、決めてくださ
い❸区画の考え方は、ほ場ではなく作業面積による区画です（例：１㌶区画内で20㌃だけ作業する場合は「30㌃未満」の区画料金を適用）
※料金表は各総合支所に準備しています。また、市公式ホームページにも掲載しています

農業委員会事務局（農政総務係） ☎0220（34）2317
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10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
、麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運

動
実
施
期
間
で
す
。

　

近
年
、全
国
で
覚
せ
い
剤
や
大

麻
・
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
違
法

薬
物
の
使
用
者
に
よ
る
犯
罪
が
多

発
し
て
い
ま
す
。違
法
薬
物
の
中

に
は
、た
っ
た
一
度
の
使
用
で
、や

め
ら
れ
な
く
な
る
も
の
や
脳
の
細

胞
を
破
壊
す
る
も
の
も
あ
り
、と

き
に
は
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。大
麻
は
脳
へ
の
悪
影
響
が
懸

念
さ
れ
、体
へ
の
害
悪
は
他
の
違

法
薬
物
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

違
法
薬
物
の
使
用
は
、本
人
だ

け
で
な
く
家
族
や
友
人
も
不
幸
に

し
ま
す
。家
庭
や
地
域
で
薬
物
乱

用
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

登
米
地
区
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
協
議
会（
事
務
局

＝
宮
城
県
登
米
保
健
所
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

ハ
ー
ト
ウ
エ
ア
ラ
ボ
代
表
理
事

の
米
山
爾ち

か
し

氏
を
講
師
に
迎
え
、同

氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た「
ウ
エ
ア
ラ

ブ
ル
指
点
字
」を
体
験
す
る
生
活

訓
練
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
30
日（
土
）午
後
１
時

〜
３
時

宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー

11
月
15
日（
金
）ま
で

に
氏
名
、連
絡
先
、希
望
す
る
情
報

保
障（
触
手
話
、音
声
な
ど
）を
宮

城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

に
お
知
ら
せ
下
さ
い

宮
城
県
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ
ポ
み

や
ぎ
）

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

糸info@
m
im
isuppo-m

iyagi.org

☎

㊎
 ☎

㊌
 ☎

㊋
 ☎

㊐ ☎ ☎

㊊
（振替） ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊏
（祝） ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
◉ ☎

☎

☎

 ▶
　
　

  ◉診療時間　9:00～17:00
  （受付16:30まで）
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

　市は、民間の創意工夫を生かした持続可能なまち
づくりを進めています。そこで、市内の民間企業、商
工会などの各種団体、大学、市役所、金融機関や専門
のアドバイザーなどで構成し、協議する場として「地
域プラットフォーム」を設置し、公共施設などの適正
配置に取り組んでいきます。
　今年度は、市民や市内企業などを対象に「地域活性
PFIフォーラム」を開催し、パイロットプロジェクト
（先行的、試験的事業企画）の発表を通して、公共施設
の適正な配置を推進します。

11月26日（火）午後１時～５時
登米祝祭劇場（大ホール）
▶登米市民：無料▶一般（企業など）：3000円

※企業などで参加する場合のみ要事前申し込み

テーマ「登米市の新しいまちづくり」
◉ 「持続可能な市民参加型のまちづくり」▶
講師／風見正

しょう

三
ぞ う

氏（宮城大学事業構想学部長、とう
ほくPPP・PFI 協会会長）
◉ ❶「IORI倶楽部の仕組みづくりに学ぶ
地域資源を生かすまちづくり」／講師＝金

かね

親
お や

丈
た け

史
し

氏
（IORI倶楽部事務局長）❷「全国のPPP先進事例と市
民参加型のまちづくり」／講師＝小西龍

たつ

人
ひ と

氏（船場ク
リエイティブディレクター）
◉

▶とうほくPPP・PFI 協会 ☎022（216）6222　
022（216）6223　糸office@ppp-pfi.or.jp

▶総務部総務課（財産係） ☎0220（22）2091

　

市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供

や
各
種
相
談
、多
様
な
主
体
と
協

働
し
た
仕
組
み
づ
く
り
や
人
材
育

成
な
ど
を
実
施
す
る「
と
め
市
民

活
動
プ
ラ
ザ
」の
運
営
業
務
受
託

者
を
、公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

❶
市
民
活
動
に
関
す

る
情
報
の
収
集
、提
供
お
よ
び
発

信
業
務
❷
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団

体
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
へ

の
支
援
業
務
❸
人
づ
く
り
・
人
材

育
成
支
援
業
務
❹
施
設
の
運
営
に

関
す
る
業
務

令
和
２
年
4
月

１
日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日

市
内
に
主
と
な
る
事

業
所
を
置
き
、委
託
業
務
を
効
果

的
に
実
施
で
き
る
民
間
企
業
お
よ

び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

提
出
さ
れ
た
企
画
提

案
書
に
よ
り
、審
査
委
員
会
で
受

託
事
業
者
を
決
定
し
ま
す11

月
14
日

（
木
）午
後
５
時プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
経
費

な
ど
は
、応
募
者
の
負
担
で
す

※
業
務
に
関
す
る
仕
様
書
、応
募

要
件
、企
画
提
案
書
な
ど
の
詳
し

い
内
容
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

だ
く
か
、電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

企
画
部
市

民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

糸shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

　

市
内
の
下
記
有
機
セ
ン
タ
ー
で

は
、製
品
堆
肥
を
販
売
し
て
い
ま

す
。有
機
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
た
堆

肥
は
、水
分
が
少
な
く
肥
料
成
分
が

高
い
た
め
、土
作
り
だ
け
で
な
く
肥

料
と
し
て
の
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
〜
午
後
４

時（
土
日
、祝
日
、年
末
年
始
は
休

業
）

※
施
設
点
検
な
ど
に
よ
り
休
業
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

１
㌧
＝
３
千
円（
税
別
）

※
ト
ラ
ッ
ク
や
ダ
ン
プ
車
に
は
必

ず
飛
散
防
止
用
の
シ
ー
ト
な
ど
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
。ば
ら
売
り
は
各

有
機
セ
ン
タ
ー
に
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
産
業
経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課

（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

▼
み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合
畜

産
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）８
５
１
１

　

家
族
同
士
で
思
い
を
分
か
ち
合

い
、前
向
き
な
気
持
ち
で
日
常
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、障
が
い
ま
た

は
病
気
の
あ
る
人
の
家
族
を
対
象

に
、セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
７
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時（
受
付
時
間
＝
午
後

１
時
〜
）市

役
所
南
方
庁
舎（
２
階

大
会
議
室
）▼

講
話「
家
族
こ
そ
元
気

で
い
よ
う
！
〜
み
ん
な
で
つ
な
が

り
分
か
ち
合
う
〜
」／
講
師
＝
黒

川
洋ひ

ろ
し

氏（
精
神
保
健
福
祉
家
族
会

仙
台
み
ど
り
会
）▼
家
族
交
流
会

無
料11

月
１
日（
金
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い福

祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
害
福
祉

係
）

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

☎

　

☎
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迫
　「第65回登米市はさま女性のつどい」（同実行委員会主
催、伊藤成

なり

子
こ

実行委員長）は９月14日、迫公民館で開かれ、
迫地区の女性約120人が参加しました。
　当日は、佐沼警察署の交通課や生活安全課の署員が、高齢
者の交通事故や特殊詐欺の防止について講話。講話後のレ
クリエーションでは、生活支援コーディネーターによる介
護予防の体操教室が開かれ、自宅で簡単にできるストレッ
チなどを交えながら意見を交換し合いました。

登米
　「交通事故茄子（無し）作戦」（登米地区交通安全母の会
主催、佐藤和

かず

代
よ

会長）が９月24 日、セブンイレブン登米町
店前の県道交差点で実施されました。
　交通事故茄子作戦では、会員や登米署員ら18人が、事故
が無くなるように思いを込めたナスや啓発チラシを配り
ながら、ドライバーに無事故を呼び掛けました。交差点で
信号待ちをしていたドライバーらは、会員にねぎらいの言
葉を掛けながら無事故を誓いました。

東和
　「綱木之里大名行列」（同保存会主催、佐藤裕

ゆう

孝
こう

会長）は９
月15日、東和町米川地区で開かれ、会員や米川八幡神社の
氏子、地域の子どもたちが稚児行列を組み、町中を練り歩き
ました。
　行列には、大きな輓

ばん

馬
ば

や鮮やかな衣装を身にまとった奴
やっこ

が参列。威勢のいい掛け声と共に毛やりと呼ばれる長やり
を投げる「お取替え」やきらびやかな衣装を身にまとった稚
児行列に、観客からは大きな拍手と歓声が送られました。

中田

豊里
　「豊里地区市民大運動会」（豊里コミュニティ推進協議会、
佐々木信

のぶ

義
よし

会長）は9月１日、豊里総合運動公園で開かれ、
地域住民約1250人が参加しました。
　運動会は、豊里町域内の19地区による対抗戦。和やかな
雰囲気の中、11種目で接戦が展開されました。激戦の末、
下町地区が優勝し、三連覇を達成。参加者らは、住民同士の
交流を楽しみながら心地いい汗を流し、親睦を深め合いま
した。

石越
　「賢治をめぐって～朗読会とそれぞれの賢治～」（石越郷
土史研究会主催、佐藤文

ふみ

則
のり

代表）は９月16日、「すってん☆
ころりん」で開かれ、約30人の賢治愛好家が訪れました。
　当日は、宮沢賢治の代表作「雨ニモマケズ」などを、仙台放
送「プライムニュース」、「スポルたん！NEO」などで活躍す
るナレーター松浦貴

たか

広
ひろ

氏が朗読。参加者は、松浦氏の心地い
い声で語られる宮沢賢治の世界に耳を傾けながら、至福の
ひとときを過ごしました。

津山
　「もくもくランドin秋田ふれあい竿燈」（津山浪漫thing、
もくもくランド共催）は９月29日、道の駅津山もくもくラ
ンドで開かれ、本町六丁目竿燈会による65㌔の竿燈を操る
演技が約2500人の観客を魅了しました。
　「秋田竿燈まつり」は、稲穂や米俵に見立てた竿燈を額や
肩などに乗せて豊作を祈る東北三大祭りの一つ。演技後は、
観客が実際に竿燈に触れたり、出演者と記念写真を撮った
りするなど、秋田文化との触れ合いを楽しみました。

米山
　「働き盛り世代の男性のための運動教室」は９月19日、米
山農村環境改善センターで開かれ、市消防団米山支団の団
員21人が参加しました。
　運動教室は、健康運動指導士の薄井愛

あい

氏を講師に招き、働
き盛り世代の男性の生活習慣病予防を目的に開催。参加者
は、握力測定、ステッピングなどで年齢基準値と比較し、現
状を見つめ直したり、普段の仕事中にできるストレッチを
実践したりしながら、運動への意欲を高めていました。

南方
　「令和元年度南方地区交通安全母の会折り鶴作戦」( 南方
地区交通安全母の会主催、只野理

り

恵
え

会長) は９月21日、道の
駅みなみかた「もっこりの里」とウジエスーパー南方店で実
施され、会員８人が参加しました。
　折り鶴作戦は、交通安全の願いを込めた折り鶴と啓発チ
ラシを配り、交通安全意識の啓発や高揚を図ることが目的。
会員らは、買い物に訪れた住民に折り鶴を配りながら、笑顔
で交通安全を呼び掛けました。

TOWNS TOPICS

　「第13回石森ふれあい運動会」（石森コミュニティ運営協
議会、渡邉義

よし

昭
あき

会長）は９月８日、石森ふれあいセンターグ
ラウンドで開かれ、石森地区の住民約千人が競技を楽しみ
ながら親睦を深めました。
　運動会は、７種目の競技が実施され、行政区対抗で勝敗を
競いました。今年から難易度が上がった増殖リレーや、玉入
れ、綱引きなどに、客席からは大きな声援が送られました。
白熱した競技の結果、表行政区が優勝を勝ち取りました。
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利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　読書週間に合わせてイベントを開催します。読
書の秋、心が弾むような本に触れてください。
◉

10月25日（金）～11月15日（金）
午前９時～午後５時

登米図書館
約200冊

2018年に出版された児童書（絵本）
◉

10月31日（木）、11月1日（金）
午前10 時～11 時

登米公民館（談話室）
登米図書館 ☎0220（52）5330

　迫図書館と中田図書室では、保存期間の過ぎ
た雑誌を希望者に無償で提供します。

10月26日（土）午前10 時～午後３時
中田生涯学習センター（２階学習室）
１人10冊まで
迫図書館 ☎0220（22）9820

　市では高校受験を控える中学３年生を対象に、
季節性インフルエンザの予防接種費用を助成し
ています。
　インフルエンザは、例年12から３月頃まで流行
します。一度流行すると、短期間で多くの人に感
染が広がります。予防するには、一人一人の心掛
けが大切です。インフルエンザが流行する前に予
防接種を受けましょう。

10月１日（火）～令和２年１月31日（金）
市内の医療機関に予約し、接種
3500円

※手続きは不要です。医療機関で中学３年生であ
ることを申し出ください

市民生活部健康推進課（健康推進係）
☎0220（58）2116
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Dream
Monthly Hot Communication

2018年10月５日生まれ
南方町・北本郷　幸大さんの長男

くん（１歳）

お湯も滴るいいお顔。パパと入るお
風呂が大好き。その笑顔で颯

さ っ そ う

爽と大
きく羽ばたけ。

Young
Monthly Hot Communication

　162㌢でＡ型です。
　豊里町にある実家の「ダンディ・

サロン・サトウ」で理容師をしています。専門
学校を卒業してから８年間、横浜市の理容室
で働いていましたが、地元で働きたいと思い、
昨年９月から父が経営している理容室で働
いています。お客さん本人に満足してもらう
ことはもちろんですが、お客さんから「家族
や友人がかっこいいと褒めてくれた」と報告
をもらったときにとてもうれしく感じます
ね。

　友人からは落ち着いていて
穏やかだねと言われます。

　スポーツをすること、観ることの
両方が好きです。休日は、中学の先輩や後輩
とテニスをして過ごすことが多いですね。ス
ポーツ観戦は、高校野球やサッカーを観るこ
とが多いです。一生懸命頑張っている人の姿
を見ると自分も頑張ろうと思えますね。

　穏やかで、気を使わなくて
も一緒にいられる人がいいですね。清潔感が
ある人が好きです。

　理容室はおじさん
が行く場所というイメージを持っている人
が多いと思いますが、若い人が利用しやすい
ように、どんどん新しいスタイルを取り入れ
た理容師になりたいです。短い髪でのパーマ
や顔そりなど、理容師ならではの技術で、若
い人たちに満足してもらえるように励んで
いきたいです。

　自然が多くいいま
ちですが、もっと若い人が行きたいと思える
ような施設があればいいと思います。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

Monthly Hot Communication

Child

くん（１歳） ちゃん（２歳）

2018年５月２日生まれ
豊里町・加々巻　直哉さんの次男
お兄ちゃんをお手本にたくさん遊べ
るようになってきたね。活発に動き
回る姿はみんなを笑顔にしているよ。

2017年３月23日生まれ
中田町・東　勇気さんの長女
日々の成長と笑顔に毎日癒やされて
います。パパとママの宝物です。

楽しさを伝えられる教師に
　私には、英語教師になる夢があります。夢
を抱いたきっかけは、昨年担任だった英語
の先生の授業にとても興味を引かれたから
です。
　中学１年の時は、英語を難しいと感じ、あ
まり興味を持てませんでした。２年で、担任
になった英語の先生とコミュニケーション
が増えたことで、少しずつ興味を持てるよ
うになり、３年になった今では英語をとて
も楽しいと感じられるようになりました。
楽しいと思えるようになったのは、先生が
親身になって、私たちに教えてくれたから
だと思います。
　これから教師を目指すに当たって、自己
のコミュニケーション能力の向上に努めて
いきたいと思います。そして、自分と同じ
ように英語が苦手な生徒がいたら、親身に
なって教えられる教師になりたいです。今
年は受験生です。目標に向かって一生懸命
頑張っていきたいと思います。
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Half Century
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お
見
合
い
だ
ね
。農
家

に
嫁
ぎ
な
さ
い
と
親
に
強
ぐ
勧
め

ら
れ
だ
の
。

め
ん
こ
く
て
俺
に
は
も
っ

た
い
な
い
ど
思
っ
だ
よ
。

年
が
一
つ
し
か
違
わ
な

い
の
に
、落
ち
着
い
て
で
大
人
に

見
え
だ
ね
。

当
時
で
は
珍
し
か
っ
だ
け

ど
、新
婚
旅
行
で
鳴
子
に
行
っ
た

の
が
思
い
出
だ
ね
。

若
が
っ
た
が
ら
何
も
分

か
ん
な
い
で
嫁
い
で
し
ま
っ
て
、

最
初
は
田
ん
ぼ
仕
事
が
本
当
に
大

変
で
嫌
だ
っ
た
の
。で
も
、新
婚
旅

三
十
年
会
を
こ
れ
か
ら
も

　

昭
和
14
年
生
ま
れ
の
私
た
ち
が

中
学
を
卒
業
し
た
の
は
、昭
和
30

年
の
と
き
で
し
た
。当
時
は
集
団

就
職
の
時
代
で
、卒
業
生
の
大
半

が
、仙
台
や
東
京
、関
東
方
面
な
ど

の
市
外
に
就
職
し
ま
し
た
。私
た

ち
の
よ
う
な
卒
業
を
迎
え
た
ば
か

り
の
学
生
は
、金
の
卵
と
呼
ば
れ
、

中
小
企
業
か
ら
引
っ
張
り
だ
こ
。

誰
も
が
す
ぐ
に
就
職
で
き
た
よ
う

な
時
代
で
し
た
。

　

私
は
中
学
を
卒
業
し
て
３
年

経
っ
て
か
ら
上
京
し
ま
し
た
。上

京
し
て
２
年
経
っ
た
と
き
、新
し

く
上
京
し
て
き
た
地
元
の
友
人
か

ら
、高
尾
山（
東
京
都
八
王
子
市
）

で
昭
和
30
年
に
登
米
町
か
ら
上
京

し
た
人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。話
を
聞
き
高
尾
山
に

行
っ
て
み
る
と
、10
人
ほ
ど
同
級

生
が
お
り
、久
し
ぶ
り
に
東
京
の

Monthly Hot Communication

One's Home

行
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
帰

り
に「
母
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
し
て

く
れ
な
」と
言
わ
れ
て
、親
孝
行
で

と
て
も
い
い
人
と
結
婚
し
た
と

思
っ
た
よ
。

大
ざ
っ
ぱ
だ
な（
笑
）。細

か
い
ご
ど
は
あ
ん
ま
気
に
し
ね
ん

だ
。

私
と
真
逆
で
本
当
に
几

帳
面
。自
分
で
や
る
と
決
め
た
こ

と
は
妥
協
し
な
い
性
格
だ
ね
。

今
は
お
互
い
地
域
行
事
や

仕
事
で
忙
し
い
け
ど
、落
ち
着
い

だ
ら
二
人
で
京
都
に
行
っ
て
ゆ
っ

く
り
し
た
い
ね
。そ
の
た
め
に
は

健
康
に
気
を
付
け
な
い
と
ね
。

二
人
で
の
旅
行
を
楽
し
み
に

地
で
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
に
再
会
し
、

感
激
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

中
学
の
卒
業
生
を
中
心
に
連
絡
が

取
れ
る
人
を
募
り
、少
人
数
な
が

ら
集
ま
る
機
会
を
つ
く
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。こ
の
再
会
を
き
っ

か
け
に
、私
も
毎
年
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
、仕
事
の
こ
と
や
地
元

の
情
報
な
ど
を
語
り
合
い
、お
互

い
の
生
活
の
活
力
に
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、高
尾
山
の
集
ま
り
は

「
三
十
年
会
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、

多
い
と
き
に
は
、会
員
数
が
50
人

余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
十
年
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
、

登
米
町
か
ら
も
数
人
が
参
加
。地

元
の
情
報
や
同
級
生
の
消
息
な
ど

を
語
り
、楽
し
い
一
夜
を
過
ご
す

こ
と
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
参
加
者
も
減
少
し
つ
つ
あ

り
、会
員
の
高
齢
化
も
相
ま
っ
て
、

お
と
と
し
、昨
年
は
開
催
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。寂
し
い
限
り
で
す
が
、

有
志
数
人
で
来
年
こ
そ
は
ぜ
ひ
開

催
し
よ
う
と
話
し
合
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。年
に
一
度
、地
元
の
友

人
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、心
置
き

な
く
語
り
合
う
こ
と
が
会
員
の
生

活
の
励
み
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
で
発

足
し
た
三
十
年
会
が
、こ
れ
か
ら

も
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
、私
自

身
も
長
生
き
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
月
は
、と
よ
ま
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー「
遠
山
之
里
」の
山
田
忠た

だ

則の
り

取
締
役
管
理
部
長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

と
よ
ま
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

「
遠
山
之
里
」は
、教
育
資
料
館
や

警
察
資
料
館
な
ど
、「
み
や
ぎ
の
明

治
村
」と
呼
ば
れ
る
登
米
町
の
街

並
み
を
見
に
、多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。

　

歴
史
的
な
街
並
み
を
楽
し
み
な

が
ら
、気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

小
分
け
に
し
た
お
菓
子
を
多
く
取

り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。特
に
お
勧

め
の
商
品
は「
ふ
ん
わ
り
カ
リ
ン

ト
珈
琲
く
り
ぃ
む
」。コ
ー
ヒ
ー
味

の
滑
ら
か
な
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー

ム
と
餡あ

ん

を
、コ
ー
ヒ
ー
と
相
性
が

抜
群
な
、黒
糖
入
り
焦
が
し
蜜
で

仕
上
げ
た
生
地
で
包
ん
で
い
ま

す
。生
地
の
中
に
広
が
る
ほ
ろ
苦

さ
と
、程
よ
い
甘
さ
の
ま
ん
じ
ゅ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
26
日（
土
）、27
日（
日
）、11

月
２
日（
土
）、３
日（
日
）の
４
日

間
、東
北
工
業
大
学
と
連
携
し
た

「
ま
る
ご
と
建
築
博
物
館
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

景
品
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
ほ
か
、「
蔵
の
資
料
館
」や

「
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
資
料
館
」な
ど
、

４
館
の
共
通
入
場
券
を
購
入
し

た
人
は
、無
料
で
人
力
車
や
ミ
ニ

び
ょ
う
ぶ
作
り
を
体
験
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
よ
ま
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー「
遠
山
之
里
」

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

●
12
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、10
月
31
日（
木
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　

11
月
９
か
ら
15
日
ま
で
、秋
の

火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。暖
房
器

具
を
使
う
機
会
が
増
え
、火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。意
識
を
高

め
、火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◉▼
灰
皿
に
は
水
を
張
る
▼
ガ
ス
こ

ん
ろ
な
ど
を
離
れ
る
と
き
は
、必

ず
火
を
消
す
▼
放
火
対
策
の
た

め
、家
の
周
り
を
整
理
整
頓
す
る

▼
住
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

や
家
庭
用
消
火
器
を
設
置
す
る

◉
　

警
報
器
は
台
所
、寝
室
、階
段
の

天
井
面
に
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

月
に
１
度
、作
動
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。製
品
に
よ
っ

て
、ボ
タ
ン
を
押
す
も
の
や
、ひ
も

を
引
く
も
の
が
あ
り
ま
す

電
池
が
切
れ
る
と
、

音
や
ラ
ン
プ
な
ど
で
知
ら
せ
る
製

品
も
あ
り
ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
製

品
は
電
池
の
寿
命
が
10
年
で
す

が
、早
め
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

ま
た
は
消
防
署
各
出
張
所

元
和
年
間
の
書
状
か
ら
見

た
伊
達
政ま

さ

宗む
ね

の
壮
年
時
代

加
藤
秀し

ゅ
う

一い
ち

氏

11
月
９
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分（
入
場
無
料
）

迫
公
民
館（
軽
運
動
場
）

佐
沼
郷
土
史
研
究

会☎
０
２
２
０（
２
２
）２
７
２
１

せ
り
売
り

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が

提
供
す
る
公
売
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
上

https://koubai.aucti
ons.yahoo.co.jp各

総
合
支
所
の
掲
示

板
に
公
示
し
て
い
ま
す

11
月
６
日（
水
）午
後
１
時

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可

能

11
月
６
日（
水
）

午
後
１
時
〜
19
日（
火
）午
後
11
時

11
月
26
日（
火
）午
後

１
時
〜
28
日（
木
）午
後
11
時

総
務
部
収
納
対
策

家
族
、関
係
者
な
ど
、ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る「
み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。手
話
や
筆
談
な

ど
、安
心
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
で
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、市
福
祉
事
務
所
で
は
月
、

火
、金
曜
日
に
手
話
通
訳
相
談
員

を
設
置
し
、意
思
疎
通
の
仲
介
や

手
話
講
習
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
奉
仕
員

の
派
遣
も
し
て
い
ま
す
。詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
26
日（
火
）

❶「
正
し
く
で
き
て
る
？

ご
み
の
分
別
」＝
午
前
10
時
〜
11

時
▼
捨
て
方
に
迷
う
場
合
な
ど
、

ご
み
の
分
別
を
み
ん
な
で
一
緒
に

学
び
ま
す
❷「
交
流
サ
ロ
ン
」＝
午

前
11
時
〜
正
午
▼
交
流
を
楽
し
み

な
が
ら
、相
談
に
も
応
じ
ま
す

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す

が
、盲
ろ
う
通
訳
を
希
望
さ
れ
る

迫
支
援
学
校（
迫
町
北
方

字
大
洞
59
―
10
）

▼
午
前
の
部
＝
各
学
部
の

演
技
発
表
▼
午
後
の
部
＝
作
業
製

品
販
売
、Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
▼
常
設

展
示（
児
童
生
徒
の
学
習
作
品
展

示
）

県
立
迫
支
援
学
校

（
担
当
＝
河
原
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
４
８
４

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
教
育
活
動
を

公
開
し
ま
す
。

11
月
11
日（
月
）〜
15
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時
20
分

※
13
日（
水
）は
学
校
行
事
の
た

め
、一
般
公
開
は
し
ま
せ
ん

登
米
総
合
産
業
高

等
学
校（
担
当
＝
柴
、熱
海
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６

史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

｢

も
も
た
ろ
う｣｢

新･

泣
い
た
あ
か
お
に｣

11
月
10
日（
日
）午
後
１
時

30
分
上
映
開
始

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー（
２

階
第
１
研
修
室
）

幼
児
〜
大
人

無
料

先
着
50
人市視

聴
覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

11
月
16
日（
土
）午
前
９
時

50
分
〜
午
後
２
時
15
分

11
月
２
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
１
時（
小
雨
決
行
）

な
ご
み
の
里
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー（
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
石
越
駅

よ
り
徒
歩
３
分
）

ミ
ニ
バ
ザ
ー
、よ
さ
こ
い
、

作
品
展
示
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
、各
種

販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
内
容
は
天
候
な
ど
に
よ
り
一
部

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

な
ご
み
の
里
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
祭
事
務
局

☎
０
２
２
８（
３
５
）５
０
５
５

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の

人
の
み
、事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い▼
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症

の
患
者
や
そ
の
家
族
、地
域
の
人

な
ど
が
集
ま
り
、情
報
交
換
し
た

り
、お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り

す
る
場
で
す
。音
楽
の
生
演
奏
を

聴
き
、お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、誰
で

も
相
談
や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

11
月
16
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
迫

風
園

１
０
０
円

30
人

▼
Ｎ
Ａ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 
Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｉ
Ｃ
Ｅ（
担
当
＝
山
本
）

☎
０
９
０（
７
３
２
９
）４
２
７
７

▼
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
迫
風
園

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
０
２
０

　

今
回
は
登
米
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽

団
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
ま
す
。

11
月
10
日（
日
）午
後
１
時

開
場

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

前
売
り
５
０
０
円
、当

日
７
０
０
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
登
米
祝
祭
劇
場
で

販
売
し
て
い
ま
すは

さ
ま
吹
奏
楽
団

☎
０
９
０（
８
６
１
０
）４
４
６
１

　

今
年
の
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
初
の
秋
開
催
。「
謎
」を
解
読
し

た
人
に
、ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
お
菓

子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。参
加
は

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

10
月
31
日（
木
）午
後
６
時

〜
７
時
30
分

市
歴
史
博
物
館

１
人
２
０
０
円（
仮
装

し
て
参
加
し
た
人
は
１
０
０
円
）

30
人（
先
着
順
）

❶
未
成
年
者
は
家
族

（
必
ず
20
歳
以
上
の
保
護
者
同
伴
）

で
参
加
く
だ
さ
い
❷
Ｌ
Ｅ
Ｄ
懐
中

電
灯
を
持
参
く
だ
さ
い

市
歴

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

▶
▶
▶

※写真はイメージです

暖房用品各種
大量入荷しました‼
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☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　

消
費
税
の
確
定
申
告
で
は
、消

費
税
額
な
ど
を
税
率
ご
と
に
計
算

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、税
率
ご

と
に
区
分
し
て
経
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。詳
し
い
情
報
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
設
サ
イ
ト

「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ

い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

佐
沼
税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

て
も
ら
う
た
め
、自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事

業
の
助
成
を
受
け
、幼
年
消
防
用

鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
し

た
。鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
は
９
月
５
日

に
米
山
東
幼
稚
園
に
交
付
さ
れ
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
防
火
思
想
の
普

及
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　　　

次
の
期
間
で
三
陸
自
動
車
道
が

夜
間
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。予

定
よ
り
早
く
通
行
止
め
が
解
除
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

月
２
日（
月
）、３
日（
火
）

午
後
９
時
〜
翌
朝
６
時

（
悪
天
候
を
除
く
）

※
迂
回
路
は
、国
道
45
号
な
ど
を

利
用
し
、緊
急
車
両
は
現
地
の
誘

導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

※
通
行
止
め
の
情
報
は
、仙
台
河

川
国
道
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

国
土
交
通
省
仙
台

河
川
国
道
事
務
所

▼
三
陸
道
維
持
出
張
所

❶
鳴
瀬

奥
松
島
Ｉ
Ｃ
〜
石
巻
河
南
Ｉ
Ｃ

（
上
線
）／
10
月
23
日（
水
）〜
26
日

（
土
）❷
河
北
Ｉ
Ｃ
〜
桃
生
津
山
Ｉ

Ｃ
／
10
月
28
日（
月
）〜
11
月
９
日

（
土
）❸
桃
生
津
山
Ｉ
Ｃ
〜
登
米
Ｉ

Ｃ
／
11
月
11
日（
月
）〜
30
日（
土
）

❹
桃
生
津
山
Ｉ
Ｃ
〜
三
滝
堂
Ｉ
Ｃ

／
11
月
11
日（
月
）、12
日（
火
）❺

三
滝
堂
Ｉ
Ｃ
〜
志
津
川
Ｉ
Ｃ
／
12

月
２
日（
月
）〜
14
日（
土
）❻
三
滝

堂
Ｉ
Ｃ
〜
南
三
陸
海
岸
Ｉ
Ｃ
／
12

　　

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
労
働
者
を

１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、

労
災
保
険（
労
災
保
険
・雇
用
保
険
）

に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。加

入
手
続
き
な
ど
、詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
瀬
峰
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
２
２
８（
３
８
）３
１
３
１

▼
迫
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
６
０
９

　

登
米
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
に
基
づ
き
、平
成
30
年
度
の
男
女

共
同
参
画
の
施
策
に
関
す
る
推
進

状
況
等
を
公
表
し
ま
す
。各
総
合
支

所
の
窓
口
に
、推
進
状
況
報
告
書
を

設
置
し
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ

い
。市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。企

画
部
市
民
協
働

課（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

消
防
本
部
は
、幼
年
期
か
ら
防

火
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎
０
２
２
５（
９
６
）７
６
５
１

▼
道
路
管
理
第
一
課

☎
０
２
２（
３
０
４
）１
８
１
４

　

11
月
５
日
か
ら
住
民
票
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
旧
姓（
旧
氏
）

を
記
載
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。各
種
契
約
の
際
に
旧
姓
を
証

明
で
き
、就
職
・
転
職
な
ど
の
場
合

は
、旧
姓
で
本
人
確
認
で
き
ま
す
。

住
民
票
に
記
載
す
る
こ
と
で
、旧

姓
の
実
印
も
登
録
で
き
ま
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
生
活
部
市
民
生
活
課（
戸

籍
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

▼
各
総
合
支
所
市
民
課

　

市
は
、女
川
原
子
力
発
電
所
で

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

県
お
よ
び
関
係
市
町
が
合
同
で
原

子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

11
月
13
日（
水
）午
前
９
時

〜
正
午

▼
広
報
訓
練
❶

防
災
行
政
無
線
、広
報
車
で
の
広

報（
豊
里
地
区
）❷
緊
急
速
報
メ
ー

ル
の
配
信（
市
内
全
域
）▼
屋
内
退

避
、避
難
訓
練（
豊
里
地
区
対
象
）

❶
自
宅
な
ど
へ
の
屋
内
退
避
❷
避

難
車
両
の
放
射
線
量
測
定
検
査

（
迫
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）❸
避

難
住
民
受
け
入
れ（
避
難
所
＝
南

方
武
道
伝
承
館
）総

務
部
防
災
課

（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

今
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
は
、所
得
税
お
よ
び
住
民
税

の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
で
す
。社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
の
た
め
、１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
は「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」が
11
月
上
旬
に
日
本
年

金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
、必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は

領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に

は
、令
和
２
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
、本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
家
族
宛

て
に
送
付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
を

添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

㊌
～
㊐

◉

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

㊎
㊏

◉

❶ ❷ ☎

㊏
◉

☎

㊐

◉

☎

㊏

◉

☎

㊏

◉

☎

下田中53番地8
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※
再
講
習
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

午
後
７
時
〜
９
時

南
方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
）

市
民
ま
た
は
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
人（
各
講
座
18
人
）

情
報
セ
ン
タ
ー

の
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
参
加
者
所
有

の
パ
ソ
コ
ン（
持
参
可
）

受
講
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

千
円
程
度（
講
座
に
よ
り
若
干
変

ど
、人
権
擁
護
委
員
が
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
予
約
不
要
で
す

❶
11
月
18
日（
月
）〜

22
日（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
❷
11
月
23
日（
土
・
祝
）、24
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

仙
台
法
務
局
人
権

擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３

　

生
活
の
悩
み
を
解
決
す
る
た
め

の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
17
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

わ
り
ま
す
）

10
月
24
日（
木
）南方

住
民
情
報
セ
ン
タ
ー「
る
る
ぱ
」

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

11
月
10
日（
日
）午
前
９
時
30

分
〜（
午
前
９
時
か
ら
受
け
付
け
）

登
米
総
合
産
業
高
等
学
校

弓
道
場

中
学
生
以
上
の
市
内

在
住
者
、市
内
勤
務
者
、登
米
市
弓

道
協
会
会
員
、弓
道
教
室
参
加
者

千
円（
弁
当
付
き
）

11
月
３
日（
日
）

▼
登
米
市
弓
道
協
会（
菅
原
）

☎
０
９
０（
８
７
８
０
）９
２
２
２

▼
同
協
会
事
務
局（
岩
井
）

☎
０
８
０（
５
５
６
５
）４
９
０
６

　
「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ

く
り
」秋
の
植
樹
祭
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

11
月
６
日（
水
）午
前
10
時

〜
午
後
１
時
30
分（
小
雨
決
行
）

米
川
小
学
校
体
育
館

前

午
前
９
時
15
分

東
和
町
米
川
字
東
綱

木
地
内

※
集
合
場
所
か
ら
植
林
会
場
ま
で

は
送
迎
し
ま
す先

着
50
人

無
料

軍
手
、長
靴

10
月
31
日（
木
）ま
で

に
電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル

の
場
合
は
、参
加
者
の
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い

産
業
経

済
部
産
業
振
興
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
１

死sangyoshinko@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

英
会
話
教
室
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。11

月
５
日（
火
）か
ら
12
月

10
日（
火
）ま
で
の
毎
週
火
曜
日
／

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

迫
公
民
館（
研
修
室
）

千
円（
全
６
回
分
）

11
月
４
日（
月
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

登
米

市
国
際
交
流
協
会

「
１い

ち
は
や
く

８
９ 

ち

い
さ
な
命
に 

待
っ
た
な
し
」

▼
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課

（
児
童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

▼
県
東
部
児
童
相
談
所

☎
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１

※
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル「
１
８
９
」で
も
相
談
で
き
ま
す

　

11
月
18
〜
24
日
を
全
国
一
斉「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週

間
と
し
、相
談
電
話
の
開
設
時
間
を

通
常
よ
り
も
延
長
し
ま
す
。男
性
か

ら
の
暴
力
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、家
族
間
で
の
問
題
な

　

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。登
記
、相
続
、

債
務
整
理
、成
年
後
見
、裁
判
手
続

き
な
ど
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

10
月
30
日（
水
）午
前
９
時

〜
正
午（
事
前
予
約
不
要
）

迫
公
民
館宮

城
県
司
法
書
士

会
登
米
支
部（
佐
竹
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
５
９

　

虐
待
か
も
と
思
っ
た
と
き
や
、

出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
な

ど
は
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

０
２
２
０（
２
３
）９
５
５
９

死tifa-kokusai@
coda.ocn.ne.jp

11
月
22
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開か
い

発ほ
つ

育い
く

子こ

（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

▼
11
月
20
日（
水
）

午
前
９
時
45
分
〜
11
時
＝
白
鳥
ゆ

め
っ
子
園
▼
11
月
21
日（
木
）午
前

９
時
45
分
〜
11
時
＝
白
鳥
水
の
里

こ
ど
も
園

※
希
望
者
は
３
日
前
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

０
〜
３
歳
未
満
児

触
れ
合
い
遊
び

▼
白
鳥
ゆ
め
っ
子
園

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
０
８

▼
白
鳥
水
の
里
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
８
１
１

　

家
庭
で
使
用
す
る
、燃
や
せ
る

ご
み
指
定
袋（
大
）に
掲
載
す
る
広

告
主
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
に
事
業
所
、店
舗

な
ど
を
置
く
法
人
、個
人

令
和
２
年
６
月
か
ら

３
年
３
月
ま
で
の
販
売
分（
予
定
）

※
流
通
品
の
た
め
、一
斉
に
は
販

売
で
き
ま
せ
ん11

月
１
日（
金
）か
ら

22
日（
金
）の
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で（
土
日
、祝
日

を
除
く
）

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選 

環
境

事
業
所
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

※
募
集
内
容
や
応
募
書
類
、提
出

方
法
な
ど
の
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

11
月
17
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）

11
月
11
日（
月
）

消
防
署
、各
出
張
所

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（令和元年９月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,554 9,844 10,389 20,233 （▲43）

登米 1,790 2,281 2,475 4,756 （▲10）

東和 2,342 3,052 3,153 6,205 （▲19）

中田 5,163 7,659 7,962 15,621 （３）

豊里 2,161 3,223 3,278 6,501 （６）

米山 2,839 4,433 4,574 9,007 （▲19）

石越 1,567 2,400 2,396 4,796 （14）

南方 2,704 4,175 4,346 8,521 （▲30）

津山 1,152 1,535 1,668 3,203 （０）

合計 27,272 38,602 40,241 78,843 （▲98）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　仕事が忙しいときは、一時停止場所での確認が甘くなり、
交通事故に結びつきやすくなります。気持ちを引き締め、交
通ルールを厳守しましょう。
　また、日没が早いので、外出の際は反射材を身に着け、交通
事故に遭わないように注意してください。

（令和元年９月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ１ H30 増減数

人身事故
発生件数 102件 137件 ▲35件

死者数 ２人 4人 ▲２人

負傷者数 128人 172人 ▲44人

物損事故
発生件数 998件 1159件 ▲161件

※平成31年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.04 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻（
１

階
緑
の
広
場
）

弁
護
士
、税
理
士
、

司
法
書
士
、行
政
書
士
、土
地
家
屋

調
査
士
、建
築
士
、解
体
工
事
業

者
、社
会
保
険
労
務
士
、公
証
人
、

宅
地
建
物
取
引
士
、社
会
福
祉
士

※
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

宮
城
県
行
政
書
士

会☎
０
２
２（
２
６
１
）６
７
６
８

　

広
報
と
め
10
月
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。▼
３
㌻【
県
中
総
体
結
果
】

▼
柔
道
男
子
55
㌔
級
②
堀
内
敢
太

（
佐
沼
）（
東
北
大
会
出
場
）＝
追
加

▼
柔
道
男
子
81
㌔
級
②
鎌
田
大
蔵

（
佐
沼
）（
東
北
大
会
出
場
）＝
追
加

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊌ ㊍
㊌ ㊍

㊌ ㊍
㊌ ㊍

㊌ ㊍
㊌ ㊍
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あの時の悔しさがあるから、
今がある

Endo Kenta

Zoom Up Tome 2019
Athlete

「
日
本
一
を
目
指
し
て
始
め
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
手
が
届
く
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
」と
頬
を
緩
め
る
。

　

第
74
回
国
民
体
育
大
会
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
公
開
競
技
は
９
月
21
か
ら
23
ま
で
の
３

日
間
、茨
城
県
つ
く
ば
市
の「
つ
く
ば
カ
ピ

オ
」で
開
か
れ
、遠
藤
健け

ん

太た

さ
ん
が
成
年
男
子

１
２
０
㌔
級
で
優
勝
し
た
。

　

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、ウ
エ
イ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
種
目
を
競
技
化
し
た
も
の
で
、

バ
ー
ベ
ル
を
肩
に
担
ぎ
屈
伸
す
る「
ス
ク

ワ
ッ
ト
」、ベ
ン
チ
台
の
上
に
横
に
な
り
バ
ー

ベ
ル
を
胸
に
つ
け
て
持
ち
上
げ
る「
ベ
ン
チ

プ
レ
ス
」、床
に
置
い
て
あ
る
バ
ー
ベ
ル
を
直

立
姿
勢
ま
で
引
き
上
げ
る「
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
」

の
重
量
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
。１
種
目
で
３
回

の
試
技
を
し
、３
種
目
そ
れ
ぞ
れ
の
成
功
試

技
の
最
大
重
量
の
合
計
で
順
位
を
競
う
。

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
の
出
会
い
は

４
年
前
。娘
が
生
ま
れ
、「
子
ど
も
が

自
慢
で
き
る
格
好
い
い
父
親
に
な
り
た
い
」

と
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
決
意
。ジ
ム
に
通
い
90
㌔

あ
っ
た
体
重
を
半
年
間
で
67
㌔
ま
で
落
と
し

た
。そ
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト

雑
誌
で
特
集
さ
れ
て
い
た
の
が
、パ
ワ
ー
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
。

　

元
々
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に
や
っ
て
い
た

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
が
競
技
に
な

る
な
ら
と
、大
会
に
向
け
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
始
め
た
。「
や
る
か
ら
に
は
日
本
一
に
。な

に
か
一
つ
で
も
、日
本
記
録
を
更
新
し
よ
う
」

と
、絞
っ
た
体
に
、今
度
は
筋
力
を
つ
け
つ
つ

体
重
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

競
技
を
始
め
て
１
年
後
の
２
０
１
６
年
。

国
体
県
予
選
を
兼
ね
た
大
会
の
93
㌔

級
で
初
出
場
な
が
ら
優
勝
し
、頭
角
を
現
す
。

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
２
位
と
な

り
、岩
手
国
体
へ
進
む
も
結
果
は
４
位
と
入

賞
に
は
一
歩
届
か
な
か
っ
た
。

　
「
岩
手
国
体
で
入
賞
を
逃
し
た
こ
と
が
、今

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」と
話
す
よ
う
に
、そ
れ

か
ら
は
誰
よ
り
も
バ
ー
ベ
ル
に
触
り
、扱
い

方
を
体
で
覚
え
て
い
っ
た
。努
力
が
実
を
結

ん
だ
の
は
、翌
年
。１
０
５
㌔
級
で
愛
媛
国
体

に
出
場
し
、見
事
優
勝
し
た
。続
く
翌
年
の
福

井
国
体
は
１
２
０
㌔
級
で
出
場
し
、惜
し
く

も
準
優
勝
。優
勝
は
逃
し
た
が
、こ
の
階
級
で

「
日
本
記
録
を
樹
立
し
て
日
本
一
に
な
る
」と

い
う
新
た
な
目
標
が
で
き
た
。

日
本
記
録
は
、東
北
大
会
な
ど
の
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
以
上
で
あ
れ
ば
、記
録
の
更
新

が
認
め
ら
れ
る
。北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
の
会
場
は
各
県
持
ち
回
り
で
、昨
年
は
福

島
県
で
開
催
。日
本
記
録
に
挑
戦
す
る
も
、更

新
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

今
年
は
宮
城
県
開
催
。「
地
元
で
絶
対
に
日

本
記
録
を
取
る
」と
、気
合
い
が
入
っ
た
。大

会
で
は
、ベ
ン
チ
プ
レ
ス
で
２
１
０
・
５
㌔
を

持
ち
上
げ
日
本
記
録
を
樹
立
し
、優
勝
。茨

城
国
体
へ
の
出
場
権
を
得
た
。各
地
域
の
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
の
記
録
を
み
れ
ば
、国
体
で
の

優
勝
は
確
実
。周
り
が
期
待
す
る
中「
日
頃
の

積
み
重
ね
を
出
す
だ
け
」と
、お
ご
る
こ
と
な

く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
。

迎
え
た
国
体
当
日
、体
調
は
万
全
。優
勝

は
も
ち
ろ
ん
、自
ら
が
持
つ
日
本
記
録

を
更
新
す
る
つ
も
り
で
挑
ん
だ
。国
体
は
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
８
人
で

競
う
。ス
ク
ワ
ッ
ト
か
ら
始
ま
り
、８
人
全
員

で
第
１
試
技
。次
に
第
２
、第
３
と
持
ち
上
げ

て
い
く
。３
回
の
試
技
の
う
ち
最
大
重
量
が

記
録
に
な
る
た
め
、失
敗
し
て
も
よ
い
が
、一

度
申
請
し
た
重
量
を
下
げ
て
再
挑
戦
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。何
キ
ロ
を
申
請
す
る
か
は

駆
け
引
き
と
な
る
。

　

ス
ク
ワ
ッ
ト
が
終
了
し
、ベ
ン
チ
プ
レ
ス

へ
。ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
日
本
記
録
を
樹
立
し

た
と
き
は
、１
９
０
、２
０
０
、２
１
０
・
５
㌔

と
挑
戦
し
た
が
、国
体
で
は
第
１
試
技
か
ら

２
０
０
㌔
を
申
請
し
成
功
。第
２
試
技
で
自

ら
の
日
本
記
録
を
更
新
す
る
２
１
１
㌔
を
成

功
す
る
と
波
に
乗
り
、第
３
試
技
で
は
さ
ら

な
る
記
録
を
目
指
し
２
１
３
㌔
を
押
し
切
っ

た
。次
の
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
で
は
、第
２
試
技
を

終
え
た
瞬
間
に
優
勝
が
見
え
た
。第
３
試
技

で
は
、ト
ー
タ
ル
の
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す

る
こ
と
に
集
中
し
、見
事
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
の

日
本
記
録
と
ト
ー
タ
ル
の
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
し
、優
勝
を
飾
っ
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
完
全
独
学
。現
在
は
、

週
３
回
、市
内
や
石
巻
、仙
台
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
汗
を
流
す
。「
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
の
出
会
い
は
、私
の
人
生

を
変
え
ま
し
た
。辞
め
よ
う
と
思
っ
た
こ

と
は
一
切
な
い
で
す
。自
分
が
や
り
た
く
て

や
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ

も
楽
し
い
」と
話
す
。

　
「
４
年
連
続
国
体
に
出
場
で
き
た
こ
と
、優

勝
で
き
た
こ
と
、日
本
記
録
を
樹
立
で
き
た

こ
と
は
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
仲
間
の
声
援

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。東
日
本
大
震
災
で
全

て
を
失
っ
て
登
米
市
に
移
住
し
、地
域
の
人

た
ち
に
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。さ
ら

に
鍛
え
て
、大
会
で
記
録
を
出
す
こ
と
で
、み

ん
な
に
恩
返
し
し
た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。



編

集

後

記

▼
味
覚
以
外
の
秋
も
味
わ
い
た

い
と
思
っ
て
い
た
先
月
。そ
の

か
い
あ
っ
て
か
、登
米
懐
古
館

の
オ
ー
プ
ン
、劇
団
ド
リ
ー
ム 

☆
キ
ッ
ズ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

取
材
で
文
化
・
芸
術
に
、国
体

優
勝
し
た
遠
藤
さ
ん
、中
総
体

新
人
戦
の
取
材
で
ス
ポ
ー
ツ
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

取
材
を
通
し
て
で
す
が
、秋
を

満
喫
し
ま
し
た
。（
小
野
寺
）

▼
皆
さ
ん
は
、「
座
右
の
銘
」を

聞
か
れ
た
ら
何
と
答
え
て
い
ま

す
か
。私
は
今
ま
で
、特
に
心
に

決
め
て
い
る
言
葉
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。先
日
、な
ん
と
な
く

耳
に
し
た
言
葉
が「
幸
せ
は
不

幸
の
顔
し
て
や
っ
て
く
る
」。プ

ラ
ス
思
考
に
な
れ
る
こ
の
言
葉

を
胸
に
、こ
れ
か
ら
は
嫌
な
こ

と
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
三
浦
）

▼
つ
い
に
消
費
税
率
が
10
％
に
。

新
た
な
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
で

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
。キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
は
種
類

が
多
く
、ど
れ
が
い
い
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
。出
遅
れ
ま
し
た

が
、こ
れ
か
ら
調
べ
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
生
活
を
始
め
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。（
高
橋
）

　「子どもたちが自分のやりたいことを見つけ、行
動が起こせるきっかけをつくりたい」と笑顔を見
せる武川さん。
　現在、鉄道写真家として活動する一方、講演会な
どで全国を飛び回り活躍している。明るく前向き
な武川さんだが、中学生のときに、引きこもりを経
験。「無理に明るい自分を演じ続けたことで、心が
折れてしまった」と当時を振り返る。
　どん底にいた武川さんを救ったのは、中田町に
あるけやき教室（適応指導教室）での、一人の先生
との出会いだった。幼いころから鉄道好きだった
武川少年がデジカメで撮りためた写真を、先生は
興味深そうにじっくり眺め、笑顔で絶賛。「正面か
ら向き合ってくれた先生の姿が今でも忘れられ

ません。人に認めてもらえたことが大きな自信に
なった」と、鉄道写真家を目指すきっかけに。
　講演では夢を持つことの大切さや不登校をテー
マにすることが多い。「嫌なことからは逃げたって
いい。無理して苦しい場所に居続けるよりも、自分
が行きたい場所、やりたい世界に飛び込んだ方が、
楽しい人生が待っている」と自らの経験から悩み
の解決方法を伝え歩く。明日なんか来なければい
いと思っていた中学時代が、ひとつのきっかけに
よって一転し、明日が待ち遠しいと感じるほど充
実した日々に変わった。
　自分を救ってくれた先生のような存在に―。何
事にも真剣に取り組む武川さんの姿が、子どもた
ちの心のフィルターを外していく。

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

Profi le
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